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労働党は1997年にマニュフェストの中で “Tough on Crime, and Tough on 
























































































































国の人権法（Human Rights Act 1998）以上に、欧州人権条約（European 























































































BBCニュースで、「What is right thing to do」という表現をよく耳にする。成
文憲法がないことにも表れているが、イギリス人は教条的な原理主義を好まない。
慣例や社会規範に準拠しながらも、現実に則して何が正しい（＝right、justでは
ない）のかを絶えず自分たちで選び取って暮らしているのかもしれない。
これには、宗教が影響していると思う。イギリスの国教であるAnglican 
Churchはカソリックとは決別したがプロテスタントには入り切らず、その中間
に位置する。教会も聖書もそれだけでは絶対的な権威にはならず、人間の判断を
介在させて初めて行動の基準とされてきた。世の中に絶対正しいものはない。イ
ギリス人は人の社会にとって「良い加減」なもの、人間の現実的な分別が好きな
のだと思う。このことは退職された西村裕美教授も言われていた。
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（４）元気な技能労働者と弱い中間層
前述のとおり、家主の不在なために、家の維持・管理は自分でやらざるを得な
かった。壁の黴、電気配線や換気扇の不具合、電灯の傘の取り替えなどである。
イギリスには古い家に手を入れながら永年に渡って使う風習があるので、家のメ
インテナンスを行う職人さんが育っていると聞く。実際にそう思った。職人さん
は日本人のように迅速に動かないので、呼んでもなかなか来てくれないが、一旦
来てくれるととても丁寧な仕事をしてくれた。それに、彼らの物腰から自分の職
と腕に自信と誇りをもっていることが窺われた。それには、使い捨て文化でない
から技能への社会的ニーズがあり、また、技能訓練と職能資格の体系的な制度が
整備されているので技能が継承され、職人さんの確かな技能へ正当な評価と処遇
がなされているといった社会的背景があるのだろう。
一方で、ホワイトカラーといわれる中間層の人達の仕事には、首をかしげるこ
とが少なからずあった。例えば、自治体の職員が税金（City Tax）の徴収事務を
間違えたり、通信業者が料金を二重請求したり、病院の事務員が書類をたらい回
したりである。ホワイトカラーの人達については、必ずしも日本におけるような
仕事の丁寧さと確実さがあるわけでないと思った。
総じて、イギリスは政治家や大学人等知識層とブルーカラーの技能層が堅固で、
中間のホワイトカラー層が弱いと感じた。日本と真逆である。
７　おわりに
雑駁であるが、以上が私のイギリス遊学記である。帰国して６ヶ月が過ぎた。
私の年齢からして、異国での学びは手遅れの感があるが、だからこそ、学んだこ
とを可能な限り立教大学の学生に還元することが私の務めだと思っている。帰国
後６ヶ月が経過して、振り返ると、結局私の授業も学生への指導も以前と何ら変
わらないような気がする。恥じるばかりである。
しかし、本稿を執筆することで、また、帰国直後の思いが蘇ってきた。再度新
たな気持ちで学生に向かい合いたいと思う。日本がまた元気になるには、何をお
いても教育が大切である。
 
